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む
す
び
塾

＠山形・遊佐

津波対策県境越え共有

河
北
新
報
社
は
８
月

日
、
通
算

回
目
の
防
災
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す

び
塾
」
を
山
形
県
遊
佐
町
の
吹
浦

ふ

く

ら

地
区
で
開
い
た
。
山
形
県
で
の
開
催
は
初
め
て
。

県
は
今
年
３
月
、
同
町
を
東
北
初
の
津
波
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
し
て
お
り
、
津
波

に
備
え
た
地
域
づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
語
り
合
い
に

は
、宮
城
県
内
で
防
災
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
会
関
係
者
２
人
も
加
わ
り
、

防
災
分
野
で
の
仙
山
連
携
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

語り合い後、避難経路を確認する参加者たち

災
害
へ
の
備
え
や
避
難
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た

‖
８
月
25
日
午
前
10
時
10
分
ご
ろ
、
山
形
県
遊
佐
町

語
り
合
い
は
地
域
住
民
ら

人
が
参
加
し
て
、
吹
浦
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
吹
浦
防
災
セ

ン
タ
ー
）を
会
場
に
開
か
れ
た
。

鉄
骨
２
階
の
同
セ
ン
タ
ー
は
２

０
１
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
普

段
は
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
の
拠
点
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
は

避
難
所
に
も
な
り
、
避
難
ス
ペ

ー
ス
や
防
災
倉
庫
、
炊
き
出
し

施
設
な
ど
も
備
え
る
。

６
月

日
夜
に
発
生
し
た
新

潟
・
山
形
地
震
を
振
り
返
っ
た

吹
浦
地
区
区
長
会
長
の
高
橋

克
典
さ
ん

は
「
停
電
は
起

き
な
か
っ
た
が
、
も
し
停
電
で

暗
闇
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
が
使
え
ず
、
道
路
の
信
号

が
消
え
て
い
た
ら
ど
う
な
っ

て
い
た
か
。
渋
滞
の
車
列
を

津
波
が
襲
っ
た
ら
、
な
ど
と
考

え
て
し
ま
っ
た
」
と
打
ち
明
け

た
。と

も
に
地
域
の
防
災
活
動
を

担
う
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
生
活
安
全
部
員
の
金
子
和

恵
さ
ん

と
畠
中
英
子
さ
ん

は
「
避
難
所
が
自
分
の
家

よ
り
低
い
場
所
に
あ
る
。
逃
げ

づ
ら
い
」
「
避
難
所
に
行
く
よ

り
も
避
難
住
民
を
受
け
入
れ
る

用
意
を
考
え
た
い
」
な
ど
と
口

々
に
教
訓
を
挙
げ
た
。

高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な

人
の
避
難
を
不
安
視
す
る
声

も
。
同
協
議
会
生
活
安
全
部
長

の
後
藤
淳
子
さ
ん

は
「
足

の
不
自
由
な
方
が
、
避
難
場
所

の
数
段
の
階
段
を
上
れ
な
か
っ

た
。
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者

な
ど
、
地
域
に
ど
ん
な
住
民
が

暮
ら
し
て
い
る
か
、
顔
な
じ
み

に
な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
た
」
と
述
べ
た
。

助
言
者
と
し
て
宮
城
県
か
ら

参
加
し
た
七
ケ
浜
町
笹
山
行

政
区
副
区
長
の
鈴
木
享
さ
ん

は
「
ま
ず
は
命
が
最
優
先

だ
。
地
域
か
ら
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
も
自
主
的
に
防
災

マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
は
」
と
提

案
。
震
災
前
、
鈴
木
さ
ん
が
住

ん
で
い
た
花
渕
浜
地
区
で
作

製
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
披
露
し

た
。助

言
者
の
仙
台
市
宮
城
野
区

の
福
住
町
内
会
副
会
長
柴
山
準

一
さ
ん

は
「
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す

る
と
同
時
に
、
遠
隔
地
の
自
治

会
と
相
互
支
援
協
定
を
結
ん
で

お
く
と
心
強
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

震
災
発
生
直
後
、
協
定
に
基

づ
き
尾
花
沢
市
や
新
潟
県
小
地

谷
市
の
町
内
会
か
ら
支
援
を
受

け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、

「
ぜ
ひ
吹
浦
地
区
と
も
協
定
を
」

と
提
案
。
高
橋
会
長
は
「
ぜ
ひ

前
向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
応

じ
た
。
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山
形
県
が
２
０
１
６
年
に
公
表
し
た

日
本
海
の
大
規
模
地
震
に
伴
う
津
波
の

浸
水
・
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
沿
岸
部

に
は
地
震
発
生
後

分
前
後
で

㍍
以

上
の
最
大
波
が
到
達
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

最
大
津
波
高
に
達
す
る
最
短
時
間
は

震
源
に
よ
り
異
な
る
が
、
鶴
岡
市
は
五

十
川
８
分
、
温
泉
街
の
湯
野
浜

分
、

酒
田
市
は
飛
島
（
勝
浦
）
５
分
、
酒
田

港

分
、
遊
佐
町
は
吹
浦

分
な
ど
。

被
害
は
避
難
が
難
し
い「
冬
深
夜
」、

海
水
浴
客
が
多
い
「
夏
正
午
」
、
出
火

が
多
い
「
冬
午
後
６
時
」
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
。
死
者
が
最
も
深
刻
な
の
は

冬
の
深
夜
で
、
５
２
５
０
人
に
達
す
る

と
算
出
し
た
。

そ
の
う
ち
津
波
に
よ
る
死
者
は
５
０

６
０
人
で
全
体
の

・
４
％
を
占
め

る
。
た
だ
し
住
民
が
地
震
発
生
後
速
や

か
に
避
難
し
た
場
合
、
死
者
は
８
割
減

の
９
６
０
人
に
抑
え
ら
れ
、
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
が
人
的
被
害
軽
減
の
カ

ギ
に
な
る
。

日
本
海
に
面
し
た
３
市
町
の
う
ち
、

遊
佐
町
は
今
年
３
月
、
県
か
ら
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
津
波
災

害
警
戒
区
域
」
に
東
北
で
初
め
て
指
定

さ
れ
、
津
波
避
難
体
制
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

警
戒
区
域
で
は
、
建
物
な
ど
に
津
波

が
ぶ
つ
か
っ
て
上
昇
す
る
分
を
加
味
し

た
「
基
準
水
位
」
が

㍍
四
方
ご
と
に

示
さ
れ
、
避
難
す
べ
き
場
所
の
高
さ
が

明
確
に
な
る
。
町
内
で
最
も
基
準
水
位

が
高
い
の
は
、
吹
浦
地
区
の
一
部
で

・
３
㍍
。
町
は
８
月
に
吹
浦
地
区
で
初

め
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。
策
定
中

の
吹
浦
保
育
園
の
避
難
計
画
を
近
く
完

成
さ
せ
、
避
難
訓
練
も
行
う
。

約

分
で

㍍
超
■

死
者
最
大

人
も

又又又又又又又又又

東
日
本
大
震
災
の
体
験
を
振
り
返
り
、
専

門
家
と
共
に
防
災
の
教
訓
や
避
難
の
課
題
を

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。町
内
会
や
学
校
、

職
場
な
ど

人
前
後
の
小
さ
な
集
ま
り
が
対

象
で
す
。
開
催
費
用
は
無
料
。
随
時
、
開
催

希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
河

北
新
報
社
防
災
・
教
育
室
０
２
２（
２
１
１
）

１
５
９
１
。

次
回
の
む
す
び
塾
は

日
、
仙
台
市
泉
区

で
開
催
し
ま
す
。
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福
住
町
内
会
は
震
災
前
、
高
齢
者
の

世
帯
を
対
象
に
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

を
し
て
い
た
。
震
災
の
揺
れ
は
激
し
か

っ
た
が
、
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
け

が
を
し
た
高
齢
者
は
い
な
い
。
迅
速
に

屋
外
に
出
て
避
難
に
つ
な
げ
る
意
味
で

も
、家
具
の
転
倒
防
止
は
重
要
だ
ろ
う
。

地
域
は
海
岸
か
ら
５
㌔
ほ
ど
内
陸
部

に
あ
る
が
、
津
波
が
川
を
遡

そ

上
じ
ょ
う

し
、
倒

壊
し
た
家
屋
が
押
し
流
さ
れ
て
き
た
。

津
波
は
海
岸
付
近
だ
け
で
な
く
、
川
の

上
流
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
く
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
対
策
を
立
て
て
ほ
し
い
。

福
住
町
内
会
は
震
災
前
か
ら
、
尾
花

沢
市
鶴
子
地
区
な
ど
の
町
内
会
と
災
害

時
相
互
協
力
協
定
を
結
び
、
互
い
の
地

域
の
防
災
訓
練
や
防
災
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
交
流
を
し
て
き
た
。

震
災
発
生
か
ら
４
日
後
、
町
内
会
で

備
蓄
し
て
い
た
食
料
が
尽
き
欠
け
た
こ

ろ
、
鶴
子
の
人
た
ち
が
温
か
い
お
に
ぎ

り
と
み
そ
汁
、
水
な
ど
を
車
に
積
ん
で

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
感
激
し
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
。

震
災
発
生
当
時
、
暮
ら
し
て
い
た
七

ケ
浜
町
花
渕
浜
は
、
住
民
自
ら
が
地
形

を
調
べ
て
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
い
た
。
震
災
前
に
想
定
さ
れ
て

い
た
津
波
高
３
㍍
を
回
避
で
き
る
い
っ

と
き
避
難
場
所

カ
所
を
独
自
に
設
定

し
、
地
域
に
マ
ッ
プ
を
配
っ
た
。

マ
ッ
プ
を
使
っ
た
避
難
訓
練
も
行
っ

た
。
必
要
に
応
じ
て
避
難
路
や
避
難
場

所
を
見
直
し
、
マ
ッ
プ
を
更
新
。
そ
ん

な
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
地
域
の
防

災
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
う
。

震
災
発
生
直
後
、
避
難
場
所
の
一
つ

に
私
を
含
め
住
民

人
が
集
ま
っ
た
。

ラ
ジ
オ
で
５
㍍
以
上
の
津
波
が
来
る
と

知
り
、
高
台
の
墓
地
に
２
次
避
難
し
た

後
、
そ
の
避
難
場
所
は
津
波
に
襲
わ
れ

た
。地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、

適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
っ
た
。

避
難
所
の
開
設
や
運
営
は
も
ち
ろ
ん

大
事
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は
助
か

っ
て
こ
そ
。
み
な
さ
ん
に
は
、
高
台
な

ど
に
避
難
し
て
身
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
て
ほ
し
い
。

遠隔地と協定結び備え手作り防災地図役立つ ■

助
言
者
か
ら

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

仙台市宮城野区
福住町内会副会長

柴山準一さん
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宮城県七ケ浜町
笹山行政区副区長

鈴木 享さん
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●
今
後
へ
覚
悟
必
要

新
潟
・
山
形

地
震
で
地
域
の
避
難
場
所
に
多
く
の
人

が
避
難
し
、
住
民
が
意
識
を
持
っ
て
地

震
と
津
波
に
気
を
付
け
て
い
る
と
分
か

っ
た

今
回
は
大
丈
夫
だ
っ
た
が

停
電

す
れ
ば
渋
滞
が
起
き
て
車
避
難
は
難
し

い
だ
ろ
う
。
吹
浦
は
災
害
が
少
な
い
地

域
だ
が

今
後
は
覚
悟
が
必
要

住
民
と

一
緒
に
災
害
対
策
を
考
え
た
い
‖
吹
浦

地
区
区
長
会
長
・
高
橋
克
典
さ
ん

●
避
難
場
所
を
再
考

東
日
本
大
震

災
後
に
買
っ
た
非
常
持
ち
出
し
袋
を
新

潟
・
山
形
地
震
後
に
初
め
て
開
け
た

必

要
な
物
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
充
電
器
や

薬
を
詰
め
直
し
た
。
避
難
場
所
が
自
宅

よ
り
も
海
に
近
く
、
逃
げ
る
の
は
抵
抗

が
あ
る
。
裏
山
を
歩
い
た
り
近
所
の
人

と
話
し
た
り
し
て
別
な
避
難
先
も
考
え

た
い
‖
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

生
活
安
全
部
長
・
後
藤
淳
子
さ
ん

●
余
震
へ
警
戒
必
要

新
潟
・
山
形

地
震
で
は
経
験
の
な
い
揺
れ
に
襲
わ

れ

津
波
を
覚
悟
し
た

余
震
が
心
配

だ
。
消
防
団
に

年
在
籍
し
分
団
長
も

務
め
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
南
三
陸

町
を
視
察
し
、
団
員
と
し
て
ま
ず
自
分

の
命
を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。
経
験

を
生
か
し
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め

た
い
‖
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

生
活
安
全
部
員
・
富
樫
忠
博
さ
ん

●
七
ケ
浜
を
参
考
に

吹
浦
地
区
の

避
難
場
所
の
一
覧
地
図
を
作
っ
た
が
、

一
時
的
に
避
難
す
る
避
難
場
所
と
、
一

定
期
間
生
活
の
場
と
す
る
避
難
所
と
を

住
民
の
多
く
が
混
同
し
て
い
た
。
七
ケ

浜
町
花
渕
浜
地
区
の
「
い
っ
と
き
避
難

場
所
」
と
い
う
呼
び
方
は
と
て
も
分
か

り
や
す
い
。
今
後
の
参
考
に
し
た
い
‖

吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
生
活
安

全
部
員
・
金
井
正
さ
ん

●
長
期
避
難
に
懸
念

建
築
業
を
営

み
な
が
ら
区
長
を
し
て
い
る

新
潟
・
山

形
地
震
で
は
高
台
の
公
民
館
に
約

人

が
避
難
し
た
が
、
手
狭
で
備
蓄
品
も
な

く
、
避
難
が
長
引
く
と
ど
う
な
る
か
心

配
だ
。
一
夜
を
過
ご
せ
る
避
難
施
設
が

な
い
区
も
あ
り
、
区
長
同
士
で
民
間
施

設
へ
の
協
力
打
診
も
相
談
し
て
い
る
‖

吹
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
生
活
安
全
部

員
・
畠
中
浩
良
さ
ん

●
防
災
マ
ッ
プ
疑
問

遊
佐
町
は
海

と
街
場

山
に
分
か
れ

地
域
に
よ
っ
て

自
主
防
災
組
織
の
認
識
が
全
然
違
う
の

に
防
災
、
火
山
マ
ッ
プ
は
１
種
類
だ
け

だ
。
マ
ッ
プ
の
在
り
方
に
つ
い
て
町
議

の
立
場
も
踏
ま
え
つ
つ
、
行
政
に
声
を

出
し
て
い
く
。
災
害
に

当
た
り
前

は

通
用
し
な
い
。
避
難
は
大
げ
さ
な
ぐ
ら

い
で
い
い
‖
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
総
務
部
長
・
那
須
正
幸
さ
ん

●
防
災
無
線
活
用
を

東
日
本
大
震

災
の
津
波
は
知
っ
て
い
た
の
に
、
持
ち

出
し
袋
を
用
意
し
て
な
く
、
新
潟
・
山

形
地
震
で
は
何
を
持
っ
て
避
難
す
る
べ

き
な
の
か
迷
っ
た

ま
た

防
災
無
線
を

活
用
し
て
、
も
っ
と
高
頻
度
で
情
報
を

流
し
て
も
ら
え
る
と
住
民
は
助
か
る
の

で
は
な
い
か
‖
吹
浦
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
職
員
（
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
事
務
局
）
・
那
須
大
介
さ
ん

●
避
難
方
法
が
心
配

自
宅
は
高
台

に
あ
る
た
め
、
新
潟
・
山
形
地
震
で
は

自
宅
よ
り
、
管
理
者
を
務
め
て
い
る
町

内
の
社
会
福
祉
施
設
の
状
況
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
。
施
設
に

限
ら
ず
、
地
区
内
に
は
高
齢
者
や
足
の

不
自
由
な
方
も
い
る
。
避
難
所
ま
で
ど

う
や
っ
て
逃
げ
て
も
ら
う
か
が
心
配
だ

‖
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
生
活

安
全
部
員
・
金
子
和
恵
さ
ん

●
保
存
食
話
し
合
う

自
分
の
家
は

避
難
所
よ
り
も
高
台
に
あ
り
地
盤
も
固

い
。
自
分
が
避
難
す
る
よ
り
も
住
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
保
存
食
の
ス
ト
ッ
ク

に
つ
い
て
各
地
区
で
話
し
合
う
機
会
が

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
保
存
も
し
て
い
る
が
、

避
難
生
活
が
長
期
化
し
て
く
る
と
支
え

ら
れ
な
い
。
対
策
が
必
要
だ
‖
吹
浦
地

区
婦
人
会
理
事
・
畠
中
英
子
さ
ん

■

む
す
び
塾
に
参
加
し
て
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山
形
・
遊
佐

(１４)２０１９年(令和元年)９月１１日(水曜日) (１４)２０１９年(令和元年)９月１１日(水曜日)


